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発表の前に、、

• 本日の講演では、肝がん外科治療の実際をより皆様に知ってい
ただきたい一念により、実際の手術映像を一部用いています。

• ショッキングな映像はなるべく使用しないようにしていますが、
苦手な方はご容赦ください。



肝がんに対する手術の適応とは？

肝癌診療ガイドライン
2021年版より抜粋



日本における肝切除（肝臓の手術）後
死亡率の年次推移

決して100%安全
な手術ではない。。



肝切除の安全性向上にむけて

• 手術適応の厳格化（この患者には危険すぎる！がわかるように）

• 手術器具の発達（特に止血器機の発達）

• 術前/術後管理の向上（総合的な医療水準の向上）

etc…

•低侵襲肝切除の台頭



低侵襲肝切除とは？

• 小さな傷のみで行う手術。

→腹腔鏡と呼ばれるカメラをお腹
の中に挿入し、約1cmの傷を複
数（5－6か所）用いてモニター
を見ながら操作する。



低侵襲肝切除のメリット①

• 傷が小さい；患者さんへの負担が小さい（日常生活に早く戻れる）

→様々な合併症が減る！

従来の開腹肝切除 低侵襲肝切除



低侵襲肝切除のメリット②

• 患部を拡大して見ることで細かい血管や出血をコントロールできる

従来の開腹肝切除 低侵襲肝切除



低侵襲肝切除のデメリット

• 触れない（目で見る情報に依存する）

• 手術に用いる器具の操作性が制限される（手は万能の手術器具）



増加していく低侵襲肝切除（当院データ）



より安全な低侵襲肝切除を目指して

• 触れない（目で見る情報に依存する）

• 手術に用いる器具の操作性が制限される（手は万能の手術器具）

⇒これらのデメリットを解消したい！！

光らせて切る
（蛍光ガイド手術）



光らせてとる！蛍光ガイド手術

肝切除術 ＝ 見えない部分を切っていく手術

腫瘍？

ここらへん
取ればいい？



光らせてとる！蛍光ガイド手術

肝切除術 ＝ 見えない部分を切っていく手術

腫瘍？

ここらへん
取ればいい？



ICG蛍光イメージング
ICG（インドシアニングリーン）の特性を用いた

手術ナビゲーション
・肝臓に取り込まれ、胆汁に排泄される薬剤。特殊な光で照らすと蛍光を発する（光る！！）

肝切除においては・・・

・術前に投与すると手術時に肝がんが光って見える！（取り込まれたICGが停滞）



実際の蛍光ガイド手術（腫瘍が光る）



肝区域の同定

血管；枝
肝臓；葉っぱ
→枝を折れば葉は枯れる



蛍光イメージングを用いた肝区域同定



蛍光イメージングを用いた肝区域同定



光らせて切る！蛍光ガイド手術とは

• 視覚から得られる情報をより充実させる！！

⇒安全確実な肝がん治療に貢献しうる重要な技術



蛍光ガイド手術の先駆者

大阪公立大学大学院
肝胆膵外科学 教授
石沢 武彰 先生



日本蛍光ガイド手術研究会HP

日本蛍光ガイド手術研究会HPより抜粋 事務局：大阪公立大学肝胆膵外科医局

本技術を積極的に
活用している施設が

多数掲載



より安全な低侵襲肝切除を目指して

• 触れない（目で見る情報に依存する）

• 手術に用いる器具の操作性が制限される（手は万能の手術器具）

⇒これらのデメリットを解消したい！！

光らせて切る
（蛍光ガイド手術）

ロボットで切る
（ロボット支援手術）



ロボット手術



ロボット手術



ロボット「支援」手術



実際の手術室

患者サイドにあるロボットを執刀医が操作する



ロボット支援手術のメリット①

• 多関節機能により、操作器具
があらゆる動きに対応できる

⇒従来の腹腔鏡手術で問題と
なった操作制限が解消



ロボット支援手術のメリット②

• 手ブレせずに各操作が可能

⇒より微細な手術操作ができる



実際のロボット支援肝切除



従来の腹腔鏡手術vsロボット支援手術

ロボット腹腔鏡（従来）

小さい＝小さい傷の大きさ

早い＝早い術後の回復

しやすい＜制限あり操作のしやすさ

やや長い＞開腹と同等手術時間

より少ない≧少ない出血量

少ない＝少ない術後合併症

＝（≦？）がんの根治度



ロボット支援手術のデメリット
• 触覚が「完全に」遮断される

⇒予期せぬ損傷を来す恐れがある

• 手術器具の種類がまだ不十分（徐々に増えている）

• 導入/維持に必要なコスト⇒使用できる日が限られている

• さらなる発展の余地はあるが、発展途上でもある⇒適応すべき基準は？

蛍光イメージング
による視覚情報の

充実が重要？



より安全な低侵襲肝切除を目指して

光らせて切る
（蛍光ガイド手術）

ロボットで切る
（ロボット支援手術）



さらなる進化を！！
光らせて切る

（蛍光ガイド手術）

ロボットで切る
（ロボット支援手術）

AIの活用
「無」侵襲手術



AIを用いた肝切除術後再発予測

AIによる肝切除術後
早期再発予測モデルの作成

⇒高リスク患者を抽出でき
れば治療戦略検討に有用？

Kinoshita M, et al. Cancers 2023



超音波を活用した「無」侵襲手術

Histotripsy（ヒストトリプシー）

切ることも刺すこともなく
がんを治療できる？



おわりに

• 最新の肝がん外科治療について、主に低侵襲手術を中心にお話
させていただきました。

• しかし依然、肝臓の手術は危険を伴う大きな手術であり、開腹
での対応が必要なことも他分野に比べて多いです。

• 外科手術はあくまで「治療手段の1つ」です。切らずに治るな
らベスト、小さな傷なら次善。

最終目標
患者さんへの負担軽減を進め、最後は

外科手術のない時代を目指す！！


